漢方薬
(1) 注意した方が良い漢方薬(一例)
	麻黄(マオウ)を含む漢方薬
	交感神経を刺激して中枢興奮作用を示すエフェドリンが主成分。
高齢者や、狭心症・心筋梗塞などの循環器系に障害のある人、高血圧症のある人、発汗傾向の著しい人は、麻黄(マオウ)を含む漢方薬には注意が必要。
また、食欲不振や嘔吐のある人はこれらの症状が悪化するおそれがある。

★有効成分エフェドリンを含有。

発汗作用、鎮咳作用、利尿作用などの薬効をあらわすことから、葛根湯(カッコントウ)や小青竜湯(ショウセイリュウトウ)などの漢方処方に配合されている。
発熱や頭痛、鼻閉、咳の症状の緩和が期待される。

	甘草(カンゾウ)を含む漢方薬
	ステロイドによく似た化学構造を持つグリチルリチンが主成分。
甘草(カンゾウ)を含む漢方薬は数多くありますので、併用による成分の重複より、偽アルドステロン症という副作用が起こる可能性がある。

また、OTC薬(大衆薬)にも、グリチルリチンやその誘導体(グリチルリチン酸ジカリウムなど)が配合された商品が数多くあるので、成分の重複には十分な注意が必要。

※偽アルドステロン症：高血圧(血圧上昇)、むくみ、低カリウム血症などの症状。
★有効成分グリチルリチンを含有。

解毒作用、抗炎症作用、抗アレルギー作用に優れている。

体液が体外に流れ出るのを抑える働きがある。

	附子(ブシ)を含む漢方薬
	★トリカブトに含まれるアコニチンが主成分。
使用を誤ると、のぼせや心悸亢進を起こす。

	大黄(ダイオウ)を含む漢方薬
	下剤として働きますが、虚弱体質(虚証)の人が大黄(ダイオウ)を含む漢方薬を服用すると腹痛を起こす。
★瀉下作用、抗菌消炎作用などの薬効を認め、便秘、肥満、炎症症状に用いる。
防風通聖散(ボウフウツウショウサン)や乙字湯(オツジトウ)などの漢方処方に配合される。

子宮の収縮を進めるので、出産前の使用は避ける必要がある。

	地黄(ジオウ)を含む漢方薬
	胃腸の弱い人が地黄(ジオウ)を含む漢方薬を服用すると、発疹やアレルギー症状を起こすことがある。


	人参(ニンジン)を含む漢方薬
	体系的にガッチリした体力のある人(実証の人)が人参(ニンジン)を含む漢方薬を服用すると、頭痛やのぼせ、血圧上昇、鼻血、中枢興奮、不眠などが起こる可能性がある。

	大蒜(タイサン)を含む漢方薬
	大蒜(タイサン)はオウニンニク、またはニンニクの中にある鱗茎。

ニンニクの有効成分であるオキソアミヂンは無臭。

★オキソアミヂン末は、この生薬より抽出された乾燥粉末で、強壮、健胃、整腸、疲労回復などの薬効が期待できる。

	黄連(オウレン)を含む漢方薬
	★有効成分ベルベリンおよびその類似物質を含有。

消炎性健胃作用や消化器系の感染症に強い抗菌作用があり、胃腸薬や下痢止め薬に用いられる。

	芍薬(シャクヤク)を含む漢方薬
	★有効成分ペオニフロリンを含有。

鎮痙作用、鎮痛作用、鎮静作用に優れ、甘草(カンゾウ)と組み合わせて、生理痛、胃痛、筋肉痙攣の症状緩和に使用される。

★筋肉の痙攣を抑えたり、冷え性や月経不順など婦人病の症状改善の目的で使用されることが多い。


(2) 漢方薬(一例)

	安中散
(アンチュウサン)
	神経性胃炎、慢性胃炎、胃アトニー。
★比較的体力が低下した人の胃炎や、ストレスからくる神経性の胃炎に用いられる。

また、体を温める作用があるため、冷たい飲食物の摂り過ぎによって起こる胃腸障害にも適している。

★痩せ型で腹部筋肉が弛緩する傾向にあり、胃痛または腹痛があって、ときに胸やけ、げっぷ、食欲不振、吐き気などを伴う人における、ストレスからくる神経性の胃痛(神経性胃炎)、慢性胃炎や、冷たい飲食物の取り過ぎによる胃腸障害に効果を発揮する。

	乙字湯
(オツジトウ)
	痔核(いぼ痔)、きれ痔、便秘。
★便通を整え、血液循環をよくしてうっ血をとる作用があるため、便がかたくて便秘傾向のある痔核(いぼ痔)、きれ痔に効果を発揮する。

	葛根湯
(カッコントウ)
	感冒(かぜ)、鼻かぜ、頭痛、肩こり、筋肉痛、手や肩の痛み。
★かぜの初期症状に適している。

また、筋肉のコリをほぐす作用があることから、肩こりにも効果を発揮する。

体力が衰えている人や高血圧症・心臓疾患・腎臓疾患・甲状腺機能亢進症と診断された人は、服用する前に主治医に相談するなど注意を要する。

	甘麦大棗
(カンバクタイソウ)
	小児および婦人の神経症、不眠症。

	桂枝茯苓丸

(ケイシブクリョウガン)
	月経不順、月経異常、月経痛、更年期障害、血の道症、肩こり、めまい、頭重、打ち身(打撲症)、しもやけ。

★婦人疾患に用いられることが多く、月経不順、月経痛、更年期障害、肩こりなどの症状に適用される。

	香蘇散

(コウソサン)
	神経質で、頭痛がして、気分がすぐれず食欲不振を訴えるもの、あるいは頭重、めまい、耳鳴りを伴うもの。
感冒(かぜ)、頭痛、じんま疹、神経衰弱、婦人更年期神経症、神経性月経困難症。

	五淋散

(ゴリンサン)
	頻尿、排尿痛、残尿感。

	柴胡桂枝湯
(サイコケイシトウ)
	腹痛を伴う胃腸炎、微熱・寒気・頭痛・吐き気などのある感冒、かぜの後期の症状。

★こじらせたかぜの後期症状や胃腸障害(胃痛・腹痛・吐き気など)を伴うかぜの症状の改善に効果的である。

	芍薬甘草湯

(シャクヤクカンゾウトウ)
	急激に起こる筋肉の痙攣を伴う疼痛。

★急激におこる筋肉の痙攣を伴う疼痛に効果があり、過労性の筋肉痛や消化管の痙攣性疼痛に適している。

★下肢の痙攣性疼痛(いわゆる「足がつる」症状や、こむらがえり)、急な腹痛や胃痙攣(けいれん)の痛みのような、急激に起こる筋肉の痙攣を伴う疼痛に適している。

漫然と飲み続ける(連用する)薬ではなく、症状があるときのみの服用にとどめておいた方がよい場合が多い。

	小柴胡湯
(ショウサイコトウ)
	吐き気、食欲不振、胃炎、胃腸虚弱、疲労感およびかぜの後期の症状。

並びに、慢性肝炎における肝機能障害の改善。

★数日経過したかぜ後期の症状、例えば、微熱が残る、食欲が戻らない、咳が残るなどの症状の改善に効果的である。

間質性肺炎という副作用との関連性が疑われている。


	小青竜湯
(ショウセイリュウトウ)
	気管支喘息、鼻炎、アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎、感冒下における水様の痰、水様鼻汁、鼻閉、くしゃみ、喘鳴、咳嗽(がいそう)、流涙、並びに、気管支炎。

★かぜの症状のうち、特に鼻水や咳、痰(うすい痰)症状の改善に効果的である。

但し、黄色く粘っこい鼻水や痰が出たり、空咳が出るようなときは症状が悪化する可能性がある。

★くしゃみや鼻汁・鼻閉(鼻づまり)などの鼻炎症状、薄い水様の痰を伴う咳、気管支炎、気管支喘息などの呼吸器症状に適するとされるが、体の虚弱な人(体力の衰えている人、体の弱い人)、胃腸の弱い人、発汗傾向の著しい人では悪心、胃部不快感などの副作用が現れやすいなど不向きとされる。

また、黄色く粘っこい鼻水や痰が出たり、空咳が出るようなときは、症状が悪化する可能性がある。

	辛夷清肺湯
(シンイセイハイトウ)
	鼻づまり、慢性鼻炎、蓄膿(ちくのう)症。

	大黄甘草湯

(ダイオウカンゾウトウ)
	便秘症。

	猪苓湯
(チョレイトウ)
	排尿困難、排尿痛、残尿感、頻尿。

	当帰芍薬散
(トウキシヤクヤクサン)
	月経不順、月経異常、月経痛、更年期障害、産前産後あるいは流産による障害(貧血、疲労倦怠、めまい、むくみ)、めまい、頭重、肩こり、腰痛、足腰の冷え症、しもやけ、むくみ、しみ。

	麦門冬湯
(バクモンドウトウ)
	痰の切れにくい咳、気管支炎、気管支ぜんそく。
★子供や妊婦、高齢者の咳症状、痰症状の改善に効果的である。

うすい痰が出るような症状には用いない方が良い。

★切れにくい粘調な痰をともなう咳、あるいは痰の少ない乾咳に効果がある。

また気管支炎や気管支喘息にも用いられる。

甘草(カンゾウ)が含まれているので、血清カリウム値や血圧値の変化に注意が必要となる。

	八味地黄丸
(ハチミジオウガン)
	下肢痛、腰痛、しびれ、老人のかすみ目、かゆみ、排尿困難、頻尿、むくみ。
★足腰の痛み、しびれを和らげ、また尿が出にくい、トイレが近い(トイレの回数が多い)といった症状を改善するなど、老化にともなう全身各組織の機能低下をおぎなう働きがある。


	半夏厚朴湯
(ハンゲコウボクトウ)
	不安神経症、神経性胃炎、つわり、せき、しわがれ声。

	防風通聖散
(ボウフウツウシヨウサン)
	高血圧のに伴う症状（どうき、肩こり、のぼせ）、肥満症、むくみ、便秘。
★肥満や便秘に効果があり、メタボ対策として脚光を浴びている。

	麻黄湯
(マオウトウ)
	★かぜのひきはじめで、寒気がして、発熱・頭痛の症状があり、身体のふしぶしが痛む状態の感冒・鼻かぜに効果的である。

	加味帰脾湯
(カミキヒトウ)
	★虚弱体質で血色が悪く貧血気味で気分がイライラしたり、落ち着きがなくなるなど、精神不安や神経症、不眠症を起こした時に効果がある。

	牛車腎気丸
(ゴシャジンキガン)
	★下肢痛や腰痛、しびれ、老人のかすみ目、かゆみ、排尿困難、頻尿、むくみなどに効果がある。

八味地黄丸に牛膝(ゴシツ)、車前子(シャゼンシ)を加えた漢方薬であり、作用の増強が図られている。

	当帰飲子
(トウキインシ)
	★血行改善作用のある生薬や、肌をうるおす生薬などが配合され、分泌物の少ない慢性湿疹のかゆみや、肌が乾燥して起こるかゆみに効果的である。

	柴胡加竜骨牡蛎湯
(サイコカリュウコツボレイトウ)
	★精神的に不安定で動悸や不眠を伴う神経症や更年期神経症、高血圧の随伴症状(どうき、不安、不眠)に効果的である。


